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26　　　ガンマカメラを用いたRCT像
　一吸収補正法等についての2・3の検討
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　　　　　油井信春

　最近・single　ph・t・nのRIemissi・n　CT専用装

置が国内にも導入されはじめ・emissi・nCTは核医

学診断に於ける一つの方法になりつつあるように思わ

れる。しかし・emissi・n　CTは吸収・分解能・カウ

ントの少ないことによる統計変動等の基本的な難問が

あるためX線のCTに比較するとだいぶ像が劣化して

おり・今後これらの改良はハード・ソフトの両面から

行なわれるように思われる。我々の施設にはRCT専

用装置はないが・ガンマカメラ・核医専用のデータ処

理装置・中型の汎用コンピューター・MT等を用いて

RCT像を得るシステムは完成しており・専用装置と

比べても遜色のない像が得られ・すでに本学会等でも

発表しているが・今回はこのシステムを用いてこれら

の問題について実験的・臨床的に検討を加える。

emissi・n　CTで一番困難な問題であるといわれてい

る吸収の補正法については反対方向のカウントとの幾

何平均や相加平均を求める方法・これらに吸収体の厚

みを考慮し吸収係数が場所により変わらないと仮定し

て補正する方法・あるいは・あらかじめテクネのトラ

ンスミッシ・ンCT像を得・各部位の吸収係数の分布

を求めておいて・後にこのデータを元に遂次近似法で

吸収補正を行なう方法・その他いくつかの方法が考え

られるが・これらについては実験的に各方法を試みる。

又・分解能の上昇・総計変動によるノイズの低下には・

臨床上投与量の増加が考えられ内部被曝線量の正確な

把握も重要な問題だと思われ・この値も示す。その他

今回はRCT像再生に伴なういくつかの間題について
検討を加え報告する。

27　　　ガンマカメラとオフラインミニコンによる

RCTの基礎的検討
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　現在，RCT専用機器の開発も進められているが，

従来よりある機器を利用することができればより有意

義と考えられるので，RCT画像再合成の研究に既設

のガンマカメラを検出器として用い，コンピユータで

断層イメージを再合成する一連の過程を検討した。

　ガンマカメラは東芝GCA－401で高分解能コリメ

ー タを付けて用い，横方向から100毎で36枚の側面

イメージ（64×64）を収集し，その各イメージの断

層を求めたい任意のラインのプロフイルデータをそれ

ぞれの角度データとともに紙テープに変換し，断層イ

メージを再生するためのデータとした。したがつて，

多くの断面再生のデータが同時に収集されているため

，求めたい断面の設定は自由である。

　このプロフイルデータをオフラインミニコン（YHP

－ 2100），24KW・（16bit）へ入力し，画像再合成

プログラム（フィルター逆投影法）で処理し，断層面

イメージの各絵素の値を計算し，ドットプリンターで

文字の重ね打ち表示やXYプロッターでの表示で断層

イメージを得たo

　再合成された断層イメージの分解能は中心およびそ

の前方，後方5Cln，10cmの各点で1㎜φの線状線源

の再合成イメージで調べたところ，平均FWHMは15

m程度であつた。均一性，感度および定量性につい

ても約20cmφの水槽からなる球状線源プアントムを

用いてそれぞれ検討した。吸収補正については簡単な

方法として物体を円形と仮定し，対向検出されたカウ

ントの和を指数関数により補正を行なつた。

　また，臨床応用のための回転椅子機構の試作を行な

いその性能を検討した。回転駆動モータとその制御回

路の組み合せにより，データ収集に便利なように工夫

したo
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